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まず始めに、2013年3月期第1四半期を総括い
たします。 

 
当第1四半期における業績は、順調に推移し、
前年同期に対し増収増益となりました。 

 
ポイントとして、次の4点が挙げられます。 
 

一つ目に、提案力の向上により、直営店の取扱
組数が増加し、前年同期に対し6.6%増となりま
した。 

 

二つ目に、海外・リゾートウェディングの拡大
が進み、前年同期比10%の増収となりました。リ
ゾートウェディング事業はハワイを中心にシェ
アを拡大、また、上海を中心としたアジア婚礼
プロデュースもアッパーミドル層の受注が順調
に進捗しております。 

 
三つ目に、ホテル婚礼受託事業において、3件
目となる受託が決定し、ホテル婚礼受託の事業
基盤を着実に構築しております。 
 

四つ目に、有利子負債削減を計画通り推進して
おります。当第1四半期末時点では、前期末と比
較して約11億円減少し165億円となりました。 

 

こうした状況を踏まえ、期初に発表しました第
2四半期業績計画を上方修正いたしました。 



当期業績計画の修正について、ご説明いた
します。 
 

前述のとおり、当第1四半期の業績が計画
を上回り推移したことを踏まえ、期初
（2012年5月11日）に発表いたしました
2013年3月期第2四半期累計期間の業績計画
を上方修正いたしました。 
 

修正内容は下記のとおりです。 
（括弧内は、期初発表計画比） 
 
売上高 
営業利益 
経常利益 
四半期純利益 
 
なお、2013年3月期通期業績計画につきま
しては、現時点での修正はございません。 
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百万円 
百万円 
百万円 
百万円 

（   百万円） 
（   百万円） 
（   百万円） 
（   百万円） 

23,500 
350 
100 
△50 

+700 
+100 
+100 
+50 



連結損益計算書の概要をご説明いたします。 
 

当第1四半期は、前年同期に対し増収増益とな
りました。 
 

今期より3ヵ年中期経営計画「153P」（2012
年2月3日発表）を開始し、成長戦略に舵をきっ
ております。そのスタートとなる当第1四半期は、
これまでの事業基盤構築に向けた様々な取組み
により、特に直営店が順調に推移し、計画を上
回る業績となりました。 
 

売上高は12,463百万円となり、前年同期と比較
して982百万円増加、8.6%の増収となりました。 
 

また、成長に向けた人材やハード・ソフトの強
み創り等への投資を積極化する一方、コストの
効率化も推進しました。そのため販管費は、
6,160百万円（前年同期比+403百万円）となり、
販管費率は前年同期と比較して0.7pt低下しまし
た。 
 

その結果、営業利益は535百万円（前年同期比
+107百万円）、経常利益は431百万円（前年同
期比+107百万円）、四半期純利益は217百万円
（前年同期比+57百万円）となり、それぞれ前年
同期と比較して、+25.0%、+33.1%、+36.2%の増
益となりました。 
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続きまして、国内ウェディング事業についてご
説明いたします。 
 
直営店は差別化戦略を今期の重点方針のひとつ
に位置づけております。 
 

業界での競争環境は激化しておりますが、当社
は真のオリジナルウェディングを“One Heart 
Wedding”と掲げ追求することで、差別化を推進
しております。その結果、提案力や顧客満足度
が向上し、当第1四半期の取扱組数は前年同期と
比較して6.6%増の2,503件となりました。また、
挙式披露宴単価は3,988千円となりました。 
 

その結果、売上高は10,038百万円となり（前年
同期比+521百万円）、増収を確保いたしました。 
 
プロデュース型は、特にホテルの婚礼受託事業
の拡大を推進しております。 
 

当第1四半期は、主にホテルの受注件数の拡大
により、取扱組数は前年同期と比較して28.0%増
の215件となり、平均単価は前年同期と比較して
242千円増の2,980千円となりました。 
 

その結果、売上高は644百万円（前年同期比
+181百万円）となり、39.1%の増収となりました。 
 

なお、当第1四半期の直営店の今期受注進捗率
（受注組数実績÷年間受注組数計画）は、前年
同期と比較して4.5pt増となり、順調に推移して
おります。 
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続きまして、海外・リゾートウェディング
事業についてご説明いたします。 
 

リゾートウェディングは躍進を続けており、
特に主力であるハワイが好調に推移しました。 
 

アジア婚礼プロデュースは、教育、販促と
いった先行投資を積極的に行っております。
その結果、アッパーミドル層の受注が積みあ
がっており、順調に進捗しております。 
 

これらにより、当第1四半期の海外・ 
リゾートウェディング事業は計画を上回り、
売上高は前年同期と比較して約10%増の
1,121百万円（前年同期比+98百万円）とな
りました。 
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売上総利益及び営業利益に係る項目につい
てご説明いたします。 
 

売上総利益は、売上の拡大により、前年同
期と比較して510百万円増加し、6,696百万
円となりました。 
 

今期は前述のとおり、3ヵ年中期経営計画
「153P」を達成するための人材やハード・
ソフトの強み創りといった事業基盤投資や、
新規出店、新規提携及び海外戦略の強化など
の成長投資を行っております。一方で、WEB
の活用による広告宣伝費の低減や地代家賃等
の削減など、コストの効率化を進めました。 
 
その結果、販管費は6,160百万円（前年同
期比+403百万円）となり、販管費率が前年
同期と比較して0.7pt（50.1%→49.4%）低下
しました。 
 

これらにより、営業利益は535百万円（前
年同期比+107百万円）となり、25.0%の増益
となりました。 
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経常利益及び四半期純利益に係る項目につ
いてご説明いたします。 
 

営業外損益の内訳となりますが、有利子負
債の削減、金利の低減により支払利息が前年
同期と比較して20百万円減少しました。 
 

その結果、経常利益は、前年同期と比較し
て107百万円増の431百万円となり、 33.1%
の増益を確保いたしました。 
 

また、四半期純利益は、前年同期と比較し
て57百万円増の217百万円となり、36.2%の
増益となりました。 
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 連結貸借対照表の資産の部の解説です。  

 

 現金及び預金は、資金の効率化を図り、
前期末と比較して1,335百万円減少し
3,700百万円となりました。 

 

 前期に引き続き、建物リースのうち一定
期間を経過した店舗について、リース料
と保証金との相殺を行っております。 

 

 それに伴い、敷金及び保証金は前期末と
比較して246百万円減少し、投資その他資
産計は13,933百万円となりました。 

 

 その結果、当第1四半期末の総資産は、前
期末と比較して1,693百万円減少し、
41,697百万円となりました。 

 

 今後も、計画的に資産の効率化を進めて
まいります。 



連結貸借対照表の負債・純資産の部の解説
です。 
 

当期も引き続き、財務基盤を強化するため、
計画的に有利子負債の削減を推し進めており
ます。 
 

その結果、当第1四半期末の有利子負債額
は前期末と比較して1,079百万円減の16,572
百万円となりました。 
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2013年3月期の位置付けをご説明いたしま
す。 
 

前述のとおり、今期より3ヵ年中期経営計
画153Pを開始し、成長戦略に舵をきってお
ります。2013年3月期はその初年度として、
成長の布石を打つ年と位置付けております。 
 

これまで着実に積み上げてきた事業基盤を
ベースに、既存店の収益性を高め、また新規
出店やホテル婚礼受託事業、アジアを中心と
した海外展開といった領域にて新たな収益源
を創出し、成長の礎を築いてまいります。 
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続きまして、2013年3月期の重点方針をご
説明いたします。 
 

153Pで掲げている3つの成長戦略を確実に
実行いたします。 
 

直営店舗の強化として、「確実な新規出
店」、「ハード・ソフトの更なる強み創り」
を推進いたします。また、「次世代ウェディ
ングスタイルの創出」に挑戦し、差別化戦略
を強化いたします。 
 

ホテル婚礼受託事業の拡大として、「ホテ
ルの提携数の拡大」に注力いたします。 
 

海外戦略の加速として、上海を中心にアジ
ア婚礼プロデュースの受注件数を拡大し、
「アジア市場の創出」を図ります。また、引
き続き「リゾートウェディングシェアの拡
大」を目指します。 
 

その一方で、財務戦略として、積極投資を
行いつつも、「フリー・キャッシュ・フロー
増加」を図り、2013年3月期末の有利子負債
額を160億円（前期末比-16億円）まで削減
させることを目指します。 
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世界的な4つ星ブランド「ノボテル」日本
第1号ホテル「ノボテル甲子園」（兵庫県西
宮市）の婚礼事業を受託いたしました。 

 

今回の案件で、ホテル婚礼事業の受託は3
件目となります。 

 

「ノボテル」は、フランスの世界最大規模
のホテルチェーン、アコーホテルズグループ
の上級ブランドであり、「ノボテル甲子園」
はそのブランド力に加え、ホテルとしては希
少なガーデンのあるバンケットを備えている
など様々な強みを有しております。 

 

この度の提携は当社の婚礼事業におけるノ
ウハウ、プロデュース力等が認められたもの
であり、両社の強みを融合し、Win-Winの関
係で高品質なブライダルサービスの提供を目
指してまいります。 

 

今後も引き続き、有力なホテルとの新規提
携に注力し、提携数拡大を図ってまいります。 
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この度、ウェスティンホテル東京と提携し、
新たなウェディングプラン（ヨーロピアン・
ロイヤルウェディングプラン）のプロデュー
スを手掛けることになりました。 

 

当社では、これまでの国内外での著名人等
のウェディングプロデュースの実績とノウハ
ウをベースに、“Haute couture Design”
（オートクチュールデザイン）という新サー
ビスを展開し、“日本発 世界基準”の次世

代ウェディングスタイルの創出を目指してお
ります。 

 

今回のように、ホテルのウェディングプラ
ンの設計から関わることは初めての試みであ
り、当社のプロデュース力が高く評価された
ものであります。 
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また、“Haute couture Design”（オートク
チュールデザイン、以下HCD）は、デザイ
ナー丸山敬太氏が手掛けるブランド“KEITA 
MARUYAMA”とウェディング業界で初めて
提携し、同ブランドのウェディングドレスの
販売を開始いたしました。 

 

この度の業務提携は、世界的に有名なトッ
プデザイナー丸山敬太氏が、HCDの「次世代
ウェディングスタイルを創出する」というコ
ンセプトに共感したことにより実現いたしま
した。 

 

今後も、先進的なウェディングスタイルを
より進化させていくため、様々な業界のブラ
ンドやプロフェッショナルとの協力関係を一
層強化してまいります。 

 

また、HCDで培った新たなノウハウは、直
営店での展開を視野に入れ、商品とサービス
力の強化に繋げてまいります。 
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「アーククラブ迎賓館 新潟」はオープン

して8年経過しておりますが、今なお、お客
様から高い支持を頂戴し、毎年多くのお客様
の挙式披露宴を執り行っております。 

 

このことは、ハード面の投資だけでなく、
お客様対応などのソフト面でのサービス力を
充実させ、ハードとソフトの両面からバラン
スの取れた投資を行ってきたことによるもの
です。これは、当社が長期安定的に業績を維
持させるノウハウを有している証左であると
考えております。 

 

この度のリニューアルは、すでにご報告の
リニューアル計画（今期は6店舗を計画）に
基づいたものであり、競争環境の激化が予想
される当エリアにおいて、既存の優良店舗を、
今後も長期的により高い支持を得られる店舗
として維持するための戦略的なものです。 
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海外戦略において、アジアでの婚礼プロ
デュースは順調に拡大しております。 

 

著名人ウェディングを始めとしたアジアで
の挙式披露宴の実績が高く評価され、上海
ウェディングサロンを中心に、アッパーミド
ル層の受注が順調に拡大しております。 

 

受注している案件の多くは、5つ星ホテル
などの著名なホテルを会場としたものであり、
お客様や参列されたゲストの方々だけではな
く、こうしたホテルからも高い評価を頂いて
おり、アジア市場創出への第一歩を順調に踏
み出しております。 

 

今後も、こうしたアッパーミドル層でのプ
ロデュース実績を積み重ねることで、T&Gの
ブランドイメージの確立を図り、ホテルとの
連携による受注の拡大に繋げてまいります。 
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2013年3月期の連結業績計画をご説明いた
します。 
 

前述のとおり、第2四半期累計期間の業績計
画は、上方修正をいたしました。一方で、通
期業績計画は現時点での修正はございません。 
 

従って、通期計画は下記のとおりです。 
（括弧内は、前期比） 
 

売上高 
営業利益 
経常利益 
当期純利益 
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百万円 
百万円 
百万円 
百万円 

（    百万円） 
（    百万円） 
（    百万円） 
（    百万円） 

50,000 
2,600 
2,000 

800 

+2,016   
+387 
+411 
+346 



2013年3月期の配当予想をご説明いたしま
す。 

 

適正かつ安定的に利益配分を行う基本方針
に則り、中長期的な成長を実現するための投
資の必要性等を総合的に勘案し、2012年3月
期と同水準となる1株当たり100円の年間配
当金を予定しております。 
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2013年3月期からの3ヵ年中期経営計画
153P（2012年2月3日発表）について、ご説
明いたします。 

 

中期経営計画を策定するにあたり、当社の
2021年3月期（2020年度）の目指す姿を
“T&G「2020Target」”として描きました。 

 

“T&G「2020Target」”は、企業理念「人
の心を、人生を豊かにする」をベースに、次
の２つのことを掲げています。 

 

一つは、当社のプロデュース力とホスピタ
リティの高さをグローバルに展開し、 

「グローバルカンパニーとしての地位確立」
を目指します。 

 

もう一つは、結婚及びその周辺事業から、
お客様の生活領域全般における総合的なビジ
ネスを展開する「総合生活カンパニーへの進
化」を目指します。 

 

そして、当社グループ連結売上高1,000億
円の達成を目指します。 
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「2020Target」は、3段階の3ヵ年中期経
営計画で実現を目指します。 

 
第一次中期経営計画である153Pは、その
ファーストステップであり、「第2の成長ス
テージ確立期」と定義しております。 
 

ここでは、大きく2つのことを目指します。
それは、「海外進出加速化」と「総合ブライ
ダルカンパニーの確立」です。 
 

このことにより、次のステージである「グ
ローバル展開期―海外展開本格化&総合ブラ
イダルリーディングカンパニー」への布石を
打ってまいります。 
 

※153P：創業『15』年目からの 
    『3』ヵ年中期経営計画(『P』lan） 
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153P目標数値について、ご説明いたしま
す。 
 

153Pでは、成長と財務基盤の強化の両面
を重視し、健全なる成長を目指します。 
 

最終年度である2015年3月期において、 
売上高600億円、営業利益は2012年3月期の
倍増となる48億円（営業利益率8%）、当期
純利益25億円の達成を目指します。 
 

また、投資効率性を重視した経営を推進い
たします。「ROCE」を重要指標として設定し、
18%への向上を目指します。 
 

これにより、自己資本比率50%、有利子負
債は130億円を目指し、財務基盤の強化を図
ります。 
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153P成長イメージと重点戦略について、
ご説明いたします。 
 

連結売上高600億円を実現するため、3つ
の成長戦略に取り組みます。 
 

一つ目は、「直営店舗の強化」です。ここ
では、差別化戦略として“One Heart 
Wedding”の追求を推進してまいります。ま
た、シェア拡大と事業基盤強化を目的に、投
資額を倍増させます。 
 

二つ目は、「ホテル婚礼受託事業の拡大」
です。第2の柱事業として育成し、売上高50
億円の達成を実現いたします。 
 

三つ目は、「海外戦略の加速」です。アジ
ア婚礼プロデュース拡大とリゾートウェディ
ングシェア拡大により、連結売上高における
構成比を10%強にまで成長させます。 
 

また、財務戦略として「強固な財務基盤の
構築」を実現いたします。フリー・キャッ
シュ・フロー拡大により、2011年3月期末比
30%強の有利子負債の削減（残高130億円）
を実現いたします。 
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